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國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵

　
　
　「
下
総
国
香
取
郡
本
矢
作
村
・
大
根
村
野
境
論
裁
許
絵
図
」の
解
題
と
翻
刻

髙
見
澤　

美　

紀　
　

　
　
は
じ
め
に

　

下
総
国
香
取
郡
本
矢
作
村
・
大
根
村
野
境
論
裁
許
絵
図
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
が
所
蔵（
１
）
す
る
貴
重
書
に
含
ま
れ
る
、
享
保
五
年

（
一
七
二
〇
）
に
本
矢
作
村（

２
）（
現
千
葉
県
香
取
市
）
と
大
根
村（
３
）（
現
同
）
の
間
に
お
き
た
野
境
を
め
ぐ
る
争
論
に
対
す
る
裁
許
絵
図
で
あ
る
。

絵
図
は
彩
色
さ
れ
、
絵
図
裏
面
に
は
裏
書
・
連
署
・
印
判
を
持
つ
。

　

本
稿
は
、
こ
の
下
総
国
香
取
郡
本
矢
作
村
・
大
根
村
野
境
論
裁
許
絵
図
に
つ
い
て
、
翻
刻
と
若
干
の
解
題
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

一
　
立
会
絵
図
と
裁
許
絵
図

　

本
史
料
の
絵
図
面
側
、
絵
図
上
の
方
角
で
東
南
余
白
に
は
「
下
総
国
香
取
郡　

立
合
絵
図　

本
矢
作
村　

大
根
村
」
の
墨
書
が
あ
る
（
画

像
１
）。
こ
こ
か
ら
本
史
料
が
当
初
は
立
会
絵
図
と
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
立
会
絵
図
と
は
、
江
戸
時
代
の
境
界
争
論
に
お
い

て
訴
訟
方
（
原
告
）
と
相
手
方
（
被
告
）の
双
方
が
共
同
で
作
成
す
る
、争
論
の
現
場
＝
論
所
を
含
む
地
域
の
詳
細
な
絵
図
で
あ
る
。
そ
し
て
、
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後
述
す
る
よ
う
に
裏
書
に
あ
る
裁
許
文
と
そ
の
署
名
か
ら
、
こ
の
野
境
論

が
評
定
所
で
の
吟
味
を
経
て
裁
許
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

江
戸
時
代
に
お
い
て
も
様
々
な
事
由
に
よ
る
争
論
が
数
多
く
起
こ
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
争
論
を
専
任
で
解
決
す
る
役
職
は
な
く
、
寺
社
・
寺
社

領
、
関
八
州
以
外
の
私
領
に
関
す
る
訴
訟
は
寺
社
奉
行
が
、
江
戸
府
内
・

町
人
に
関
す
る
訴
訟
は
町
奉
行
が
、
幕
府
領
と
関
八
州
の
私
領
に
関
す
る

訴
訟
は
勘
定
奉
行
が
そ
れ
ぞ
れ
管
轄
し
た
が
、
異
な
る
管
轄
下
同
士
の
訴
訟
、
ま
た
判
例
の
な
い
も
の
や
重
要
な
案
件
に
つ
い
て
は
評
定

所
に
よ
る
裁
定
が
行
わ
れ
て
い
た
。
評
定
所
の
制
度
は
江
戸
時
代
前
期
か
ら
整
備
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
構
成
員
の
中
心
は
老
中
か
ら
寺
社

奉
行
・
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
へ
移
行
し
、
こ
れ
に
大
目
付
・
目
付
を
加
え
た
評
定
所
一
座
が
審
理
を
担
当
し
た（

４
）。

　

訴
訟
の
手
順
を
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。
訴
状
が
提
出
さ
れ
る
と
ま
ず
は
「
内
済
」
と
い
う
、
当
事
者
間
で
の
話
し
合
い
に
よ
る
解
決

が
図
ら
れ
た
。
可
能
な
限
り
訴
訟
を
回
避
す
る
と
い
う
の
が
幕
府
の
方
針
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
内
済
が
整
わ
な
い
場
合
は
訴
状
が
受

理
さ
れ
正
式
な
訴
訟
と
な
り
、
訴
訟
方
・
相
手
方
を
江
戸
へ
呼
び
出
し
、
吟
味
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
審
理
が
進
め
ら
れ
る
中
で
も
扱
い

人
を
入
れ
た
当
事
者
間
で
の
話
し
合
い
が
持
た
れ
、
合
意
が
形
成
さ
れ
た
場
合
に
は
「
済
口
証
文
」
な
ど
が
提
出
さ
れ
て
訴
訟
の
取
り
下

げ
が
行
わ
れ
た
。
合
意
に
至
ら
な
い
時
に
は
さ
ら
な
る
吟
味
の
上
、
裁
許
と
い
う
形
で
裁
定
が
下
さ
れ
、
訴
答
双
方
に
裁
許
状
が
渡
さ
れ
、

裁
許
の
厳
守
が
求
め
ら
れ
た
。

　

吟
味
は
訴
答
双
方
に
自
ら
の
主
張
の
証
左
と
な
る
文
書
類
を
提
出
さ
せ
、
そ
れ
を
も
と
に
裁
定
を
行
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
境
界
論

の
場
合
、
論
所
の
詳
細
な
絵
図
が
必
要
と
な
る
。
訴
答
銘
々
が
提
出
し
た
絵
図
に
記
載
の
齟
齬
が
あ
っ
て
は
吟
味
に
支
障
を
き
た
す
ゆ
え

に
、
双
方
が
合
意
の
上
で
絵
図
を
作
成
・
提
出
し
た
。
こ
の
絵
図
が
立
会
絵
図
で
あ
る
。
立
会
絵
図
上
に
吟
味
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た

画像 1　「立合絵図」の

表記
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149 國學院大學図書館所蔵「下総国香取郡本矢作村・大根村野境論裁許絵図」の解題と翻刻

境
界
線
を
引
き
、
裏
面
に
裁
許
文
を
認
め
、
連
署
・
連
印
を
す
る
こ
と
で
裁
許
絵
図
と
す
る
こ
と
は
、
近
世
前
期
の
裁
許
の
特
徴
の
一
つ

で
あ
っ
た（

５
）。

　

本
史
料
は
こ
の
よ
う
な
裁
許
絵
図
化
さ
れ
た
立
会
絵
図
で
あ
る
た
め
、
史
料
内
に
「
立
合
絵
図
」
の
表
記
は
持
つ
が
、
そ
の
性
格
か
ら

本
学
図
書
館
で
の
登
録
表
題
を
「
下
総
国
香
取
郡
本
矢
作
村
・
大
根
村
野
境
論
裁
許
絵
図
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

二
　
書
誌

　

下
総
国
香
取
郡
本
矢
作
村
・
大
根
村
野
境
論
裁
許
絵
図
の
書
誌
的
事
項
を
挙
げ
て
お
く（
６
）。

　

本
史
料
は
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
の
貴
重
書
で
、
貴
重
書
番
号
と
し
て
四
二
四
〇
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

法
量
は
、
縦
一
七
四
・
五
×
横
二
五
五
・
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。
こ
の
縦
横
方
向
は
絵
図
面
に
記
載
さ
れ
る
「
大
根
村　

礒
花
台
」、「
下

総
国
香
取
郡
立
合
絵
図　

本
矢
作
村　

大
根
村
」
の
文
字
列
の
方
向
と
合
わ
せ
た
。
絵
図
面
上
の
方
位
で
い
え
ば
西
→
東
と
な
る
。

二
九
・
二
×
四
一
・
〇
㎝
の
楮
紙
三
十
六
枚
を
縦
六
枚
・
横
六
枚
に
継
い
だ
も
の
で
、
形
態
は
鋪
と
な
る
。

　

作
成
年
代
は
裁
許
が
下
さ
れ
た
年
月
日
、
裏
書
の
裁
許
文
に
あ
る
「
享
保
五
年
庚
子
十
月
四
日
」
と
な
る
。
絵
図
面
自
体
の
作
成
年
代

は
前
述
し
た
通
り
立
会
絵
図
で
あ
る
た
め
、
裁
許
の
日
付
以
前
で
あ
る
。
裁
許
文
に
よ
れ
ば
野
境
論
が
起
こ
っ
た
の
が
「
当
二
月
」
と
あ

る
た
め
、
享
保
五
年
二
月
以
降
、
十
月
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

作
成
者
は
裁
許
文
に
連
署
・
連
印
す
る
酒
修
理
（
寺
社
奉
行
・
酒
井
修
理
亮
忠
音
）
ら
評
定
所
を
構
成
す
る
十
一
名
で
あ
る
。
こ
の

十
一
名
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

宛
先
の
記
載
は
な
い
が
、
そ
の
性
格
上
訴
訟
方
と
相
手
方
で
あ
る
下
総
国
香
取
郡
本
矢
作
村
・
大
根
村
と
な
る
。

　

以
下
に
裁
許
文
と
そ
の
翻
刻
を
掲
載
し
、
関
連
資
料
も
用
い
つ
つ
本
史
料
の
作
成
経
緯
・
裁
許
の
内
容
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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三
　
裁
許
文
の
翻
刻
と
野
境
論
の
経
緯

　

本
史
料
に
裏
書
と
し
て
記
さ
れ
る
裁
許
文
（
画
像
２
）
と
そ
の
翻
刻
を
掲
げ
、そ
の
内
容
か
ら
こ
の
野
境
論
の
推
移
を
見
て
お
き
た
い
。

な
お
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
の
凡
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

・
漢
字
の
旧
字
・
異
体
字
は
常
用
漢
字
・
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

　

・
変
体
仮
名
は
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
が
、
助
詞
の
「
与
」「
者
」「
江
」
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
小
字
右
寄
せ
と
し
た
。

　

・
改
行
は
史
料
通
り
と
し
た
。

　

・
適
宜
読
点
・
並
列
点
を
付
し
た
。

　
【
翻
刻
】

　
　

下
総
国
香
取
郡
本
矢
作
村
与
大
根
村
野
境
論
裁
許
之
事
、
本
矢
作
村
訴
趣

　
　

大
根
村
と
野
境
礒
花
之
田
地
雨
水
溝
よ
り
野
場
者
大
道
通
両
村
持
之
木
戸

　
　

際
迄
御
座
候
処
、
此
度
従
大
根
村
右
野
場
を
割
、
芝
く
れ
を
上
ケ
、
松
林
伐
荒
候
、
寛
永

　
　

十
九
年
取
扱
証
文
之
通
守
之
候
様
ニ
相
願
之
旨
申
之
、
自
大
根
村
者
、
論
所
境
寛
永
年
中

　
　

取
扱
証
文
礒
花
台
と
沢
と
の
折
目
古
境
塚
通
り
相
済
候
処
、
当
二
月
相
手
村
よ
り
当
村

　
　

林
伐
荒
、
右
境
塚
切
崩
、
且
両
村
持
と
申
立
候
木
戸
土
手
共
普
請
当
村
よ
り
仕
之
、
番
人
附

　
　

置
之
由
答
之
、
遂
吟
味
之
上
、
境
塚
新
古
之
訳
・
松
林
村
持
之
儀
・
木
戸
普
請
等
双
方
争
論
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就
難
決
、
向
寄
御
代
官
野
田
三
郎
左
衛
門
・
松
平
九
郞
左
衛
門
堤
方
之
手
代
両
人
差
遣
令
見
分
処

　
　

切
崩
候
塚
跡
所
々
相
見
江
、
其
上
大
根
村
申
立
ル
弐
拾
四
ヶ
所
之
内
前
後
弐
ヶ
所
之
塚
今
以

　
　

慥
有
之
、
古
来
之
有
形
無
紛
、
殊
大
根
村
之
者
新
規
境
塚
築
立
候
ハ
ヽ
、
其
侭
差
置

　
　

可
訴
出
儀
、
本
矢
作
村
百
姓
出
入
可
企
之
巧
を
以
切
崩
候
段
歴
然
也
、
然
上
者
七
十

　
　

九
年
以
前
古
之
境
験
建
置
候
と
有
之
古
証
文
之
場
相
決
、
本
矢
作
村
よ
り
ハ
大
道
通

　
　

境
之
由
雖
申
之
、
一
向
為
非
分
、
其
外
林
伐
荒
之
儀
・
木
戸
普
請
等
双
方
申
争
候
得
共
、
如
古
来
境
相
極
上
者

　
　

勿
論
可
為
大
根
村
申
通
、
右
之
切
崩
候
塚
跡
従
本
矢
作
村
築
立
之
、
伐
置
候
松
木

　
　

大
根
村
江
取
之
、
向
後
互
不
可
及
異
論
、
仍
絵
図
面
引
墨
筋
令
裏
書
各
加
印
判
、
双
方
江
下
置
之
間
、
不
可
違
失
者
也

　
　
　
　

享
保
五
年
庚
子
十
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

筧
平
太
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

駒
肥
後
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
大
下
野
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
伊
伊
勢
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

水
伯
耆
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
越
前
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
出
雲
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

土
伊
予
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

松
対
馬
㊞
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画像 2　裏書の裁許文
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牧
因
幡
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

酒
修
理
㊞

　

翻
刻
は
以
上
に
な
る
。
ま
ず
、
本
矢
作
村
と
大
根
村
と
の
間
に
お
き
た
野
境
論
の
概
要
と
、
下
さ
れ
た
裁
許
の
内
容
を
裁
許
文
か
ら
見

て
お
き
た
い
。

　

本
野
境
論
は
当
初
本
矢
作
村
か
ら
訴
え
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
訴
え
た
趣
意
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
本
矢
作
村
と
大
根

村
と
の
野
境
は
礒
花
の
田
地
雨
水
溝
か
ら
大
道
通
、
両
村
持
ち
の
木
戸
際
ま
で
で
あ
る
が
、
今
回
大
根
村
が
こ
の
野
場
の
境
界
を
こ
え
て

芝
地
を
掘
り
返
し
、
松
林
を
伐
り
荒
ら
し
た
。
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
の
取
り
扱
い
証
文
の
通
り
、
野
境
を
守
る
よ
う
大
根
村
に
命

じ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

訴
え
ら
れ
た
大
根
村
は
次
の
よ
う
な
反
論
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
の
論
所
の
境
界
は
、
寛
永
期
の
取
り
扱
い
証
文
に
よ
っ
て
、
礒
花
台

と
沢
の
折
り
目
の
古
い
境
塚
の
通
り
で
あ
る
、
と
決
し
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
享
保
五
年
二
月
に
至
り
本
矢
作
村
が
大
根
村
の
林
を

伐
り
荒
ら
し
、
境
界
で
あ
っ
た
境
塚
を
切
り
崩
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
両
村
持
ち
と
申
し
立
て
て
い
る
木
戸
は
、
土
手
と
と
も
に
大
根

村
で
普
請
を
行
い
、
木
戸
番
人
を
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
根
村
持
ち
で
あ
る
。

　

両
村
か
ら
の
訴
答
を
受
け
、
評
定
所
に
お
い
て
吟
味
を
お
こ
な
っ
た
も
の
の
、
境
塚
の
新
旧
、
松
林
の
所
属
、
木
戸
の
普
請
の
三
点
に

つ
い
て
は
双
方
の
言
い
分
が
合
わ
ず
、
裁
許
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
論
所
近
隣
の
幕
府
代
官
野
田
三
郎
左
衛
門
と
松
平
九
郎
左
衛
門
の
手
代
二
名
を
差
し
遣
わ
し
て
論
所
見
分
を
行
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
論
所
に
は
切
り
崩
さ
れ
た
塚
跡
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
う
え
、
大
根
村
が
主
張
し
た
二
十
四
か
所
の
う
ち
前
後
二

か
所
の
境
塚
は
現
在
も
確
か
に
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
が
以
前
か
ら
の
境
塚
と
確
認
さ
れ
た
。
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代
官
手
代
二
名
に
よ
る
論
所
見
分
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
評
定
所
に
お
い
て
吟
味
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
裁
許
が
下
さ
れ
た
。
そ
も
そ

も
大
根
村
の
者
た
ち
が
新
規
に
境
塚
を
築
き
立
て
た
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
た
ち
で
切
り
崩
す
こ
と
は
せ
ず
に
境
塚
が
あ
る
こ
と
を
申
し
立

て
た
で
あ
ろ
う
。
と
考
え
る
と
、
本
矢
作
村
の
百
姓
た
ち
が
当
初
か
ら
野
境
論
を
企
図
し
て
従
来
の
境
塚
を
切
り
崩
し
た
こ
と
は
歴
然
で

あ
る
。
ゆ
え
に
往
古
か
ら
の
境
に
験
＝
境
塚
を
建
て
置
く
と
あ
る
七
十
九
年
以
前
（
寛
永
十
九
年
）
の
古
証
文
の
場
を
境
界
と
決
し
、
本

矢
作
村
の
大
道
通
が
境
界
で
あ
る
と
の
主
張
は
退
け
る
、
と
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
松
林
の
伐
り
荒
ら
し
の
件
、
木
戸
の
普
請
の
件
に
つ
い
て
も
論
点
に
な
っ
て
い
た
が
、
古
来
の
境
界
が
確
認
さ
れ
た
上
は
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
大
根
村
の
主
張
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
と
し
、
本
矢
作
村
に
対
し
て
は
切
り
崩
し
た
境
塚
の
再
築
を
、
ま
た
伐
り
取
ら

れ
た
松
木
は
大
根
村
の
所
有
と
す
る
旨
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
今
後
は
こ
の
境
界
に
つ
い
て
両
村
と
も
に
異
議
を
申
し
立
て
な
い
よ
う
、
表
面
の
立
会
絵
図
に
墨
筋
を
引
き
印
判
を
加
え
て
双

方
に
下
付
す
る
の
で
、こ
れ
に
反
し
な
い
よ
う
申
し
付
け
て
裁
許
文
面
は
終
わ
る
。
裁
許
が
下
さ
れ
た
日
付
「
享
保
五
年
庚
子
十
月
四
日
」

が
記
さ
れ
、
こ
の
裁
許
に
か
か
わ
っ
た
評
定
所
の
十
一
名
の
連
署
・
連
印
が
あ
る
。
署
名
は
略
記
さ
れ
た
片
名
字
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次

の
人
物
と
な
る（

７
）。

　
　

筧
平
太 

＝ 

勘
定
奉
行　

筧
平
太
夫
正
鋪（
８
）（
一
〇
〇
〇
石
）

　
　

駒
肥
後 

＝ 

勘
定
奉
行　

駒
木
根
肥
後
守
政
方（
９
）（
一
七
〇
〇
石
）

　
　

大
下
野 

＝ 

勘
定
奉
行　

大
久
保
下
野
守
忠
位（

（1
（

（
二
三
六
〇
石
）

　
　

伊
伊
勢 

＝ 

勘
定
奉
行　

伊
勢
伊
勢
守
貞
敇（

（1
（

（
一
〇
三
〇
石
）

　
　

水
伯
耆 

＝ 

勘
定
奉
行　

水
野
伯
耆
守
守
美（

（1
（

（
一
四
〇
〇
石
）

　
　

大
越
前 

＝ 

南
町
奉
行　

大
岡
越
前
守
忠
相（

（1
（

（
一
九
二
〇
石
）
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155 國學院大學図書館所蔵「下総国香取郡本矢作村・大根村野境論裁許絵図」の解題と翻刻

　
　

中
出
雲 

＝ 

北
町
奉
行　

中
山
出
雲
守
時
春（

（1
（

（
一
五
〇
〇
石
）

　
　

土
伊
予 

＝ 

寺
社
奉
行　

土
井
伊
予
守
利
意（

（1
（

（
二
万
三
〇
〇
〇
石
、
三
河
国
西
尾
藩
）

　
　

松
対
馬 

＝ 

寺
社
奉
行　

松
平
対
馬
守
近
禎（

（1
（

（
二
万
一
二
〇
〇
石
、
豊
後
国
府
内
藩
）

　
　

牧
因
幡 
＝ 

寺
社
奉
行　

牧
野
因
幡
守
英
成（

（1
（

（
三
万
五
〇
〇
〇
石
、
丹
後
国
田
辺
藩
）

　
　

酒
修
理 
＝ 
寺
社
奉
行　

酒
井
修
理
亮
忠
音（

（1
（

（
一
〇
万
三
五
〇
〇
石
、
若
狭
国
小
浜
藩
）

　

次
い
で
、
関
連
資
料
を
交
え
て
こ
の
野
境
論
の
具
体
的
な
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
近
世
前
期
の
境
界
論
裁
許
を
論
じ
た
宮
原
一

郎
氏
の
成
果（

（1
（

か
ら
本
裁
許
の
特
徴
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

礒
花
の
境
界
を
め
ぐ
っ
て
本
矢
作
村
が
大
根
村
を
訴
え
た
の
は
享
保
五
年
二
月
十
六
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
訴
状
を
受
け
て
大
根
村

は
六
月
十
三
日
に
勘
定
奉
行
に
対
し
て
論
所
見
分
願
を
、
十
五
日
に
は
返
答
書
を
提
出
し
て
い
る（

（2
（

。
し
か
し
、
こ
の
論
所
の
境
界
に
つ
い

て
は
、
訴
訟
方
の
本
矢
作
村
も
相
手
方
の
大
根
村
も
そ
れ
ぞ
れ
主
張
す
る
箇
所
は
異
な
る
も
の
の
、
寛
永
十
九
年
の
「
取
扱
証
文
」
で
の

決
定
通
り
で
あ
る
、
と
の
認
識
は
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
論
所
は
過
去
に
も
境
界
論
が
お
こ
っ
た
場
所
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（2
（

。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
前
例
に
倣
っ
て
境
界
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
本
史
料
に
お
い
て
も
最
終
的
に
は
「
七
十
九
年
以
前
古
之
境

験
建
置
候
と
有
之
古
証
文
之
場
」
に
決
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
江
戸
で
の
吟
味
で
は
①
境
塚
の
新
旧
、
②
松
林
の
所
属
、
③
木
戸
の
普
請
の
三
点
に
つ
い
て
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う

し
た
際
に
論
所
見
分
の
た
め
検
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
が
最
寄
り
代
官
の
手
代
で
あ
っ
た
。
な
お
、
享
保
四
年
以
降
裁
許
文
に
は
検
使

と
な
っ
た
手
代
の
名
前
が
明
記
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
さ
れ
、
本
史
料
に
も
「
手
代
両
人
」
と
あ
る
の
み
で
、
氏
名
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
検
使
と
な
っ
た
「
手
代
両
人
」
は
「
向
寄
御
代
官
野
田
三
郎
左
衛
門
・
松
平
九
郞
左
衛
門
堤
方
之
手
代
」
二
名
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
野
田
三
郎
左
衛
門（

（2
（

は
享
保
五
年
八
月
よ
り
近
隣
の
幕
府
領
三
十
三
か
村
を
支
配
下
に
お
い
た
代
官
で
あ
る
。
一
方
、
も
う
一
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人
の
代
官
松
平
九
郎
左
衛
門（

（2
（

は
論
所
近
隣
に
は
支
配
所
は
な
く
、「
向
寄
代
官
」
と
は
言
い
が
た
い
。
し
か
し
、
こ
の
両
人
は
以
前
か
ら

利
根
川
に
お
け
る
川
除
普
請
奉
行
代
官
と
し
て
こ
の
地
域
に
関
わ
る
代
官
で
あ
っ
た（

（2
（

。
故
に
地
域
を
知
る
「
堤
方
之
手
代
」
が
検
使
に
選

ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
論
所
近
隣
に
支
配
所
を
持
た
な
い
代
官
の
手
代
で
あ
っ
て
も
、
何
ら
か
の
形
で
地
域
に
関
わ
る
場
合
は
検
使
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
時
検
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
代
官
手
代
は
「
川
除
堤
方
御
手
代
」
中
里
條
右
衛
門
と
荻
野
藤
八
の
両
名
で
、
享
保
五
年
八
月

二
十
三
日
に
佐
原
村
へ
出
役
し
た
。
大
根
村
の
返
答
書
提
出
か
ら
三
か
月
が
経
過
し
て
お
り
、
そ
の
間
に
訴
状
の
受
理
と
江
戸
で
の
吟
味

が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
宿
を
逗
留
先
と
し
て
、
詮
議
を
開
始
し
た
中
里
と
荻
野
は
、
八
月
二
十
六
日
に
岩
ケ
崎
・
大
崎
・
長
山
・

福
田
・
伊
地
山
・
荒
北
・
岩
部
・
助
沢
・
香
取
・
新
市
場
・
返
田
・
油
田
の
十
二
か
村
の
名
主
・
組
頭
を
呼
び
出
し
て
尋
問
を
行
い
、
口

書
（
供
述
書
）
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
二
日
後
の
八
月
二
十
八
日
に
は
佐
原
村
の
名
主
四
名
立
会
の
も
と
、
本
矢
作
村
・
大
根
村
の
惣
百

姓
を
呼
び
出
し
、
一
人
ず
つ
吟
味
の
う
え
口
書
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
同
日
に
は
二
月
以
降
に
行
わ
れ
た
松
木
・
松
枝
薪
な
ど
の
売
買
に

つ
い
て
各
村
か
ら
詳
細
を
書
き
出
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
論
所
か
ら
伐
り
荒
ら
さ
れ
た
松
木
の
探
索
と
考
え
ら
れ
る
。
九
月
二
日
に
は
検

使
に
よ
る
吟
味
は
終
了
し
、
佐
原
村
を
出
立
、
江
戸
へ
帰
っ
た（

（2
（

。

　

検
使
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
評
定
所
で
は
再
び
吟
味
が
行
わ
れ
、
十
月
四
日
に
は
裁
許
が
下
さ
れ
た
。
こ
の
裁
許
で
は
検
使
派
遣
以
前

に
問
題
と
な
っ
た
三
点
の
う
ち
、
境
塚
（
①
）
に
対
す
る
判
断
が
く
だ
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
、
両
村
が
主
張
し
た
松
林
（
②
）、
木
戸

普
請
（
③
）
つ
い
て
も
全
面
的
に
大
根
村
の
主
張
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
享
保
五
年
当
時
は
寺
社
奉
行
が
評
定
所
で
の
上
位
役
職
と
な
っ
て
お
り
、
本
裁
許
文
に
お
い
て
も
最
後
の
署
名
は
寺
社
奉
行
・

酒
井
忠
音
で
あ
る
。
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157 國學院大學図書館所蔵「下総国香取郡本矢作村・大根村野境論裁許絵図」の解題と翻刻

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
史
料
は
享
保
五
年
当
時
に
お
け
る
検
使

派
遣
を
含
め
た
裁
許
の
形
式
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

四
　
裁
許
絵
図
概
観

　

こ
こ
で
裁
許
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
対
象
を
確
認
し
て
お
こ

う
（
画
像
３
・
図
１
）。

　

絵
図
は
彩
色
さ
れ
て
お
り
、色
凡
例
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、

概
ね
次
の
よ
う
な
塗
り
分
け
と
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　

朱
色
：
道

　
　

青
色
：
用
悪
水
路

　
　

黄
色
／
記
１
号
「
lll
」、
文
字
「
田
」
の
書
き
込
み
：
田

　
　

灰
色
／
文
字
「
畑
」
の
書
き
込
み
：
畑

　
　

緑
色
／
樹
木
・
萱
の
描
写
：
山
林
原
野
、
た
だ
し
、
樹
木

と
萱
が
描
写
さ
れ
る
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
濃
さ
の
違
う
緑
色
で
塗

り
分
け
ら
れ
、
明
確
に
線
引
き
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
屋
敷
や
神
社
（
鳥
居
）、
橋
が
描
写
さ
れ
る
ほ
か
（
画

像
４
）、
随
所
に
字
名
や
「
本
矢
作
村
」「
大
根
村
」
を
冠
し
た

「
田
」「
畑
」
等
の
文
字
が
書
き
入
れ
ら
れ
、
本
矢
作
村
・
大
根

屋敷

神社

橋

画像 4　絵図での描写状況
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画像 3　裁許絵図
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159 國學院大學図書館所蔵「下総国香取郡本矢作村・大根村野境論裁許絵図」の解題と翻刻

図 1　裁許絵図（トレース）

凡例
・一重線（細）：道筋（一部略記）
・二重線：用悪水
・一重線（太）：墨筋
・黒丸：境塚
・○□：印判
・二重線に斜線：土手掘
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村
の
境
界
を
示
し
て
い
る
。

　

台
地
上
の
南
部
に
黒
破
線
「‐‐‐‐‐　
」、
東
西
に
延
び
る
黒
実
線
「
―
―
」
が
書
き
込
ま
れ
て
い

る
が
、
こ
の
線
が
そ
れ
ぞ
れ
何
を
示
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

一
方
、
絵
図
面
西
側
に
は
南
北
に
延
び
る
黒
太
実
線
は
立
会
絵
図
を
裁
許
絵
図
た
ら
し
め
る
「
墨

筋
」＝
裁
許
で
決
定
し
た
境
界
線
で
あ
る
（
画
像
５
）。
こ
の
墨
筋
に
は
裏
書
の
裁
許
文
に
署
名
し
た

十
一
名
の
印
判
が
押
さ
れ
て
お
り
、北
か
ら
順
に
牧
野
英
成（
寺
社
奉
行
、以
下
寺
）、大
久
保
忠
位（
勘

定
奉
行
、以
下
勘
）、土
井
利
意
（
寺
）、大
岡
忠
相
（
南
町
奉
行
）、水
野
守
美
（
勘
）、伊
勢
貞
敇
（
勘
）、

中
山
時
春
（
北
町
奉
行
）、
松
平
近
禎
（
寺
）、
筧
正
鋪
（
勘
）、
駒
木
根
政
方
（
勘
）、
最
南
端
に
酒

井
忠
音
（
寺
）
と
な
っ
て
い
る
。
押
印
す
る
こ
と
で

境
界
線
の
実
効
性
を
保
ち
、
改
竄
防
止
と
な
る
。

　

こ
の
墨
筋
の
下
に
は
二
十
四
か
所
の
黒
丸
「
・
」

が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
が
、
今
回
大
根
村
が
主
張
し

た
二
十
四
か
所
の
境
塚
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
礒
花
台

中
央
を
南
北
に
通
る
道
の
南
部
に
も
二
か
所
同
様
の

黒
丸
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
ち
ら
は
何
ら
か
の
塚
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

絵
図
の
最
南
端
に
は
道
と
は
異
な
る
朱
太
実
線
が

引
か
れ
た
箇
所
が
あ
る
（
画
像
６
）。
一
部
は
墨
筋

画像 6　木戸と土手（部分）

画像 5　裁許墨筋（部分）
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161 國學院大學図書館所蔵「下総国香取郡本矢作村・大根村野境論裁許絵図」の解題と翻刻

と
重
複
し
て
い
る
が
一
か
所
の
切
れ
目
が
あ
り
、
礒
花
台
の
中
央
を
通
る
複
数
の
道
筋
が
こ
こ
で
一
つ
と
な
り
、
切
れ
目
の
外
か
ら
再
び

二
本
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
所
が
裁
許
文
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
た
木
戸
で
あ
り
、
絵
図
か
ら
「
礒
花
木
戸
」
と
の
名
称
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
れ
る
。
裁
許
文
内
の
大
根
村
の
主
張
か
ら
は
こ
の
木
戸
と
と
も
に
普
請
対
象
と
な
る
土
手
、
そ
し
て
木
戸
番
人
の
存
在
が
窺
え
る

こ
と
か
ら
、
絵
図
上
の
朱
太
実
線
は
土
手
堀
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
土
手
堀
を
切
っ
た
部
分
が
木
戸
で
あ
り
、
木
戸
近
く
に
一
軒

の
み
あ
る
屋
敷
・
畑
は
木
戸
番
人
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

絵
図
に
は
概
ね
以
上
の
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
訴
訟
の
発
端
で
あ
る
芝
の
掘
り
起
こ
し
・
松
の
伐
り
荒
ら
し
の
あ
っ
た
野
場

や
、
本
矢
作
村
が
主
張
す
る
境
界
を
示
す
「
雨
水
溝
」、
大
根
村
が
主
張
し
た
境
界
「
礒
花
台
と
沢
と
の
折
目
」
の
「
沢
」
は
描
か
れ
て

い
な
い
。
立
会
絵
図
は
訴
答
両
村
が
共
同
で
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
各
々
が
主
張
す
る
対
象
は
描
写
さ
れ
ず
、
あ
く
ま
で
も
客

観
的
な
、
論
所
を
含
む
周
辺
絵
図
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

五
　
論
所
「
礒
花
」
と
は

　

論
所
と
な
っ
た
礒
花
周
辺
の
位
置
を
確
認
し
て
お
き
た
い
（
図
２
）。
礒
花
台
は
下
総
台
地
東
部
に
位
置
し
、
地
形
と
し
て
は
舌
状
台

地
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
こ
う
し
た
場
所
で
は
谷
津
頭
や
斜
面
か
ら
の
湧
水
に
よ
っ
て
谷
津
田
が
形
成
さ
れ
る
。
本
史
料
で
も
舌
状
台
地

と
谷
津
田
の
形
状
が
確
認
で
き
、
現
在
も
地
形
上
に
大
き
な
変
動
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
台
地
上
の
山
林
原
野
は
開
か
れ
て
、
土
砂
採
取
事
業
に
よ
る
台
地
の
掘
削
が
行
わ
れ
た
（
画
像
７
）。
こ
の
掘
削
に
前
後
し

て
磯
花
遺
跡
調
査
会
に
よ
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
発
掘
で
は
縄
文
時
代
中
期
の
住
居
址
等
の
遺
構
・
遺
物
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
以
降
の
調
査
に
お
い
て
古
墳
時
代
・
平
安
時
代
の
建
物
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
土
砂
採
集
事

業
の
進
捗
と
と
も
に
消
失
、
そ
の
土
砂
採
集
事
業
も
終
了
し（

（2
（

、
現
在
は
牧
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
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図 2　論所周辺の景観（明治 18 年測量「第一師管地方迅速測図

　　　　　　　 佐原村銚子近傍第二十一号」＜部分＞ に追記） 
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163 國學院大學図書館所蔵「下総国香取郡本矢作村・大根村野境論裁許絵図」の解題と翻刻

　

で
は
、
江
戸
時
代
の
礒
花
台
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
裁

許
絵
図
に
あ
る
通
り
、
住
居
は
礒
花
台
東
隣
の
台
地
上
に
あ
り
、
礒
花
台
は
周
囲
に

若
干
の
畑
地
が
あ
る
ほ
か
は
、
松
林
・
芝
地
と
い
っ
た
野
地
で
あ
る
。
本
矢
作
村
と

大
根
村
は
こ
の
野
地
を
秣
場
と
し
、
伐
木
売
買
に
よ
る
収
入
を
得
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
裁
許
絵
図
に
あ
る
「
木
戸
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に

裁
許
絵
図
に
は
礒
花
台
の
南
部
に
続
く
台
地
か
ら
谷
津
田
を
囲
む
よ
う
に
伸
び
る
土

手
堀
と
、
そ
の
一
部
を
切
っ
た
部
分
に
あ
る
木
戸
、
そ
し
て
木
戸
番
人
の
屋
敷
が
描

か
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
礒
花
台
の
南
端
の
木
戸
外
は
幕
府
直
営
牧
の
う
ち
佐
倉

牧
の
一
つ
、油
田
牧
で
あ
り
、牧
場
で
育
成
し
て
い
る
野
馬
が
牧
場
外
に
出
な
い
よ
う
、

ま
た
周
辺
村
落
の
田
畑
を
荒
ら
さ
な
い
よ
う
に
周
辺
に
は
土
手
堀
等
が
構
築
さ
れ
た
。

ま
た
、
牧
場
内
に
は
道
筋
も
多
く
通
っ
て
い
た
が
、
火
災
防
止
の
た
め
提
灯
の
使
用

が
制
限
さ
れ
た
。
ゆ
え
に
夜
間
に
は
通
行
止
め
と
な
り
、大
根
村
を
含
む
各
村
の
牧
場
へ
通
じ
る
道
筋
の
入
り
口
に
は
木
戸
が
設
け
ら
れ
、

木
戸
番
人
が
付
い
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

な
お
、
図
２
に
は
礒
花
台
の
南
部
に
「
九
美
上
村
」
と
い
う
地
名
が
見
え
る
。
こ
れ
は
明
治
初
年
に
東
京
窮
民
授
産
政
策
の
一
環
で
行

わ
れ
た
、
旧
幕
府
直
営
牧
の
開
墾
事
業
に
お
い
て
九
番
目
の
開
墾
村
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

。

画像 7　礒花台現況
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
下
総
国
香
取
郡
本
矢
作
村
・
大
根
村
野
境
論
裁
許
絵
図
に
つ
い
て
、
裏
書
の
裁
許
文
翻
刻
と
裁
許
絵
図
作
成
に
関
連
す
る

史
資
料
か
ら
若
干
の
解
題
を
行
っ
た
。
ま
た
、
絵
図
に
描
か
れ
る
内
容
の
精
査
と
と
も
に
、
論
所
の
各
時
代
に
お
け
る
移
り
変
わ
り
を
確

認
し
た
。
本
史
料
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、
立
会
絵
図
の
裁
許
絵
図
化
、
江
戸
で
の
裁
許
不
能
時
に
お
け
る
最
寄
り
代
官
手
代
を
検
使

と
し
た
論
所
見
分
、
検
使
手
代
の
無
記
名
化
、
寺
社
奉
行
の
上
位
役
職
化
な
ど
と
い
っ
た
、
近
世
前
期
か
ら
中
期
に
至
り
変
化
し
て
い
く
、

評
定
所
で
の
裁
許
の
形
式
を
踏
ま
え
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
論
所
と
な
っ
た
礒
花
周
辺
地
域
は
地
形
の
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
台
地
と
谷
津
で
は
あ
る
が
、
本
史
料
で
裁
許
が
下
さ
れ

た
境
界
は
台
地
の
斜
面
上
に
位
置
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
存
在
し
た
境
塚
な
ど
の
明
確
な
目
印
は
現
在
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
現

在
の
住
宅
地
図（

（3
（

に
示
さ
れ
た
本
矢
作
と
大
根
の
境
界
線
は
、
本
史
料
で
裁
許
の
下
さ
れ
た
境
界
線
と
近
似
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
裁
許

が
、
現
在
に
至
っ
て
も
な
お
そ
の
実
効
性
を
保
っ
て
い
る
事
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

本
史
料
、
そ
し
て
論
所
周
辺
地
域
の
検
討
か
ら
、
境
界
を
め
ぐ
る
動
向
の
み
な
ら
ず
、
縄
文
時
代
か
ら
平
安
、
江
戸
、
明
治
そ
し
て
現

在
に
至
る
、
下
総
台
地
に
お
け
る
人
々
の
営
み
が
垣
間
見
え
よ
う
。

　
註

　
（
１
）�　

本
史
料
は
、
二
〇
一
一
年
一
月
に
古
書
店
経
由
で
國
學
院
大
學
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
た
。
本
史
料
一
点
の
み
で
、
付
随
す
る
古
文
書
類
等
の
関

連
資
料
は
な
か
っ
た
。

　
（
２
）　

本
矢
作
村
は
村
高
五
二
八
石
余
、
享
保
五
年
当
時
の
支
配
は
旗
本
神
谷
氏
・
杉
浦
氏
・
新
見
氏
・
中
根
氏
・
大
久
保
氏
の
相
給
で
あ
っ
た
。
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（
３
）　

大
根
村
は
村
高
五
三
一
石
余
、
享
保
五
年
当
時
の
支
配
は
旗
本
杉
浦
氏
・
山
岡
氏
・
中
山
氏
・
平
岡
氏
の
相
給
で
あ
っ
た
。

　
（
４
）　

杉
山
晴
康
「
徳
川
時
代
の
刑
事
法
」（『
比
較
法
学
』
二
巻
二
号
、
早
稲
田
大
学
、
一
九
六
六
年
）

　
（
５
）�　

宮
原
一
郎
「
近
世
前
期
の
争
論
絵
図
と
裁
許
―
関
東
地
域
に
お
け
る
山
論
・
野
論
を
中
心
に
―
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所　

研
究
紀
要
』
第

三
十
七
号　

二
〇
〇
三
年
）、
同
「
一
七
世
紀
に
お
け
る
幕
府
裁
許
と
立
会
絵
図
」（
臼
井
佐
知
子
他
編
『
契
約
と
紛
争
の
比
較
史
料
学
―
中
近
世

に
お
け
る
社
会
秩
序
と
文
書
―
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）

　
（
６
）　

本
史
料
は
平
成
二
十
五
年
度
発
行
の
『
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵　

中
近
世
文
書
書
籍
目
録
』
へ
の
掲
載
は
な
い
。

　
（
７
）　
（　

）
は
知
行
高
を
表
し
、
大
名
に
つ
い
て
は
そ
の
藩
名
を
記
し
た
。

　
（
８
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
十
七
』
三
三
頁
、
在
職
期
間
は
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
八
月
～
享
保
十
九
年
十
一
月

　
（
９
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
十
五
』
五
八
～
五
九
頁
、
在
職
期
間
は
享
保
四
年
四
月
～
享
保
十
七
年
五
月

　
（
10
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
十
二
』
十
八
～
十
九
頁
、
在
職
期
間
は
享
保
元
年
二
月
～
享
保
八
年
十
一
月

　
（
11
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
八
』
二
七
八
～
二
七
九
頁
、
在
職
期
間
は
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
正
月
～
享
保
六
年
三
月

　
（
12
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
六
』
七
七
～
七
八
頁
、
在
職
期
間
は
正
徳
三
年
三
月
～
享
保
八
年
三
月

　
（
13
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
十
六
』
三
〇
七
～
三
〇
八
頁
、
在
職
期
間
は
享
保
二
年
二
月
～
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
八
月

　
（
14
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
十
二
』
二
三
九
～
二
四
〇
頁
、
在
職
期
間
は
正
徳
四
年
正
月
～
享
保
八
年
六
月

　
（
15
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
五
』
二
五
五
頁
、
在
職
期
間
は
正
徳
三
年
三
月
～
享
保
九
年
閏
四
月

　
（
16
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
一
』
八
三
～
八
四
頁
、
在
職
期
間
は
正
徳
元
年
十
二
月
～
享
保
十
年
八
月

　
（
17
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
六
』
二
八
六
～
二
八
七
頁
、
在
職
期
間
は
享
保
三
年
八
月
～
享
保
九
年
十
二
月

　
（
18
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
二
』
二
五
～
二
六
頁
、
在
職
期
間
は
享
保
三
年
八
月
～
享
保
七
年
正
月

　
（
19
）�　

宮
原
一
郎
「
近
世
の
論
所
裁
許
と
検
使
見
分
―
裁
許
決
定
過
程
の
検
証
と
そ
の
転
換
―
」（『
栃
木
史
学
』
第
二
十
二
号　

二
〇
〇
八
年
）
に
拠
っ

た
。
な
お
、
氏
は
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
か
ら
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
の
関
東
八
か
国
の
裁
許
状
六
〇
〇
点
を
分
析
し
て
お
ら
れ
る
が
、

本
史
料
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
。

　
（
20
）�　
「
大
根　

平
山
勘
解
由
家
文
書
目
録
」（『
佐
原
市
史
編
さ
ん
調
査
報
告
書
２　

佐
原
の
古
文
書　

諸
家
文
書
目
録
』、
二
〇
〇
四
年
）
NO. 

21
・

22
・
23

8号 高見澤先生.indd   165 2016/02/20   16:33:13



166

　
（
21
）�　
（
20
）
と
同
、
NO. 

４
・
５
・
６
に
よ
れ
ば
、
寛
永
十
九
年
三
月
七
日
に
野
境
論
は
和
談
と
な
り
、「
互
取
替
候
手
形
之
事
」
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

裁
許
文
中
の
「
取
扱
証
文
」
は
こ
れ
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
（
22
）�　

野
田
三
郎
左
衛
門
秀
成　

廩
米
二
百
五
十
俵
、
代
官
在
職
期
間
は
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
八
月
～
享
保
九
年
十
月
（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜

第
一
六
』
二
四
五
頁
）

　
（
23
）�　

松
平
九
郎
左
衛
門
尹
親　

廩
米
百
五
十
俵
、
代
官
在
職
期
間
は
正
徳
三
年
六
月
～
享
保
二
十
年
閏
三
月
（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
一
』

二
三
七
頁
）

　
（
24
）　

伊
能
三
郎
右
衛
門
家
文
書
「
部
冊
帳
」『
佐
原
市
史　

資
料
編　

別
編
二　

部
冊
帳　

後
巻
１
』（
佐
原
市
発
行
、
一
九
九
七
年
）

　
（
25
）　
（
24
）
と
同

　
（
26
）　
（
20
）
口
絵
「
文
化
７
年
（
油
田
牧
御
野
馬
立
場
絵
図
面
）」
に
は
「
ほ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
27
）　
『
佐
原
市　

磯
花
遺
跡
―
縄
文
時
代
中
期
集
落
址
の
調
査
報
告
―
』（
磯
花
遺
跡
調
査
会
発
行　

一
九
八
一
年
）

　
（
28
）　

香
取
市
役
所
教
育
部
生
涯
学
習
課
文
化
財
班
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。

　
（
29
）　�

聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
現
地
権
者
で
あ
る
相
川
牧
場
の
該
地
へ
の
開
設
は
十
二
年
ほ
ど
前
、
二
〇
〇
四
年
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
か
ら
台

地
上
周
囲
の
工
事
等
は
行
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
（
30
）�　

大
谷
貞
夫
「
近
世
の
油
田
牧
と
牧
付
村
々
」（『
佐
原
の
歴
史
』
二
号
、
二
〇
〇
二
年
、
後
に
『
江
戸
幕
府
の
直
営
牧
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九

年
に
所
収
）

　
（
31
）�　

旧
幕
府
直
営
牧
場
内
十
三
か
所
の
開
墾
順
に
、
初
富
（
現
鎌
ヶ
谷
市
）・
二
和
・
三
咲
（
以
上
現
船
橋
市
）・
豊
四
季
（
現
柏
市
）・
五
香
・
六

実
（
以
上
現
松
戸
市
）・
七
栄
（
富
里
市
）・
八
街
（
八
街
市
）・
九
美
上
（
香
取
市
）・
十
倉
（
富
里
市
）・
十
余
一
（
白
井
市
）・
十
余
二
（
柏
市
）・

十
余
三
（
成
田
市
・
多
古
町
）
の
村
名
が
つ
け
ら
れ
た
。

　
（
32
）　

ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図　

香
取
市
大
根

　

�【
付
記
】　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
近
世
前
期
の
裁
許
絵
図
に
関
し
て
は
宮
原
一
郎
氏
に
ご
教
示
を
、
論
所
と
な
っ
た
千
葉
県
香
取
市
大
根
磯
花
の
現
地

調
査
に
お
い
て
は
、
香
取
市
役
所
教
育
部
生
涯
学
習
課
文
化
財
班
、
相
川
牧
場
の
皆
さ
ま
、
ま
た
関
係
諸
氏
に
ご
助
力
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表

し
ま
す
。
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